














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ば１４世 紀 初 期 の 貞 和４年（１３４８）の 譲 状
（『Ｃ』１３０頁）ではいまだに「大布施杣内黒田
村」と記載されている。ところが，戦国期の天
文１９年（１５５０）の売券では大布施杣地域に存在
する黒田村から逆に「黒田村大布施御杣」
（『Ａ』１１５頁）と黒田村内に存在する大布施杣
に変化してくる。何故だろうか。もちろんその
背景として黒田村が枝郷黒田村から本郷山国荘
日本林業経済史論１
１８７
と同程度に肩を並べるまでに，まず経済的に成
長してきたからである。もともと枝郷の成立と
ミョウ
いうのは，本郷「名主奥山出入の時，不意難
しく，或いは深き雪路を塞ぐ有るは，黒田衆先
達役として，往返の妨げなきを要す。もしまた
里山その談合有り，諸用使い，則ち小塩衆此の
シルシ
例を勉める也。これ山国枝郷の証なり。」（寛文
１０年「丹州山国境内の目録」）とあるように，
枝郷住民が現地で安住を認められた根拠は，本
ミョウ
郷 名主達の禁裡諸公事の遂行をいわば協力者
として始めたことにある。その場合，その協力
者がそれ以前からの自然集落の住民であったか，
あるいは他からの浪人の移住であったか，また
名主達の「従類」（子方の事），「出入」（家来の
事），「別家」（俗に隠居株）であったか（『古家
撰伝集覚書』）等は，はっきりしない。しかし，
その点は，近世初頭になって山国本郷１２か村の
地域にさらに形成された「枝村」広河原村の成
立過程そのものがある程度説明してくれるから，
そのことを簡単に見ておこう。山国本郷１２か村
の東北部，大堰川源流地帯に位置する「奥山」
６４８町余（寛政３年調べ）は，同様に元惣有林
である馬場谷・蘇武谷・西谷のいわゆる「里
山」と共に，太閤検地で１２か村所持の山林とし
て認められ，他方中世の木年貢が廃止され，新
たに山年貢が課税された。その「奥山」に江州
国境から入り込んできて「杣人山林を伐り荒
す」からと１２か村が話し合って，寛永２年
（１６２５）から「番人４，５人差し置き，雑木を
以て木地を挽き，渡世致させ」たが，３０年近く
経った慶安４年（１６５１）奥山五人組改めでは６９
戸にふくれあがっていた（『Ｄ』，４４１頁）。念の
ため見ておくと，安政２年（１８５５）惣百姓連印
で７６軒であるから，この２００年の期間には大雑
把にいって７軒しか増加していないことになる。
後半に，広河原村では「年数重り，段々子孫相
増し候故」と説明しているが，近世初期の急激
な増加はとにかく異常である。その「枝村」広
河原村と山国１２か村との対

立

関

係

は，延宝元年
（１６７３）頃からすでに公然となるが，正徳３年
（１７１３）の訴訟で山国１２か村は「広河原村の儀，
年々申し上げ候通り，山国七ヶ村の内より家来
筋目の者共，山番並に木地等を挽せ申し候て，
山国村々へ助成に仕り来り候処に，いつそのほ
とより，我侭に往古より一郷の様申しなし，
いかがわしき
度々御上へも，御耳に如何敷事共申し上げ」
（『Ｄ』１６頁），特に迷惑だと述べている。延宝
２年の「宗旨改め」（『Ｄ』４５６頁）でみると広
河原村の住民は２８１人，５３戸は，山国１２か村と
黒田３か村地域，それに太閤検地で近世村とし
ていちおう確立した芹生，灰屋，片波の３か村
（近世では黒田６か村という）にそれぞれ存在
している檀那寺の檀家で，８か村９か寺に属し
ている。残りは近村佐々里村２戸，中世からの
薪炭の集散地である鞍馬村９戸で，あとは京都
天寧寺２戸である。ただし天寧寺の庵が灰屋村
にあるから，その縁からの入植であったかもし
れない。とにかく山国１２か村が入植者を家来筋
目といっているのは，それほどオーバーではな
さそうである。彼等は，「妻子を養育仕り候」
とはいえ「奥山を伐りあらし申すに付，十ヶ村
（１２か村の意で，黒田３か村を１か村と数えて
いる）寄合い相談の上，雑木山の内，渡世の便
マカ
に罷りなり候処を，拾ヶ年または１５年を限り，
少々代銀を取り，広河原の者共に雑木立も売り
遣し申し来り候。その上薪こやし等は心侭に仕
り候て，なお余り申す様随分宥免仕り候に付，
只今は十ヶ村より心易く渡世仕る事，」「少しも
相違御座なく」（『Ｄ』１５頁）と，１２か村では訴
えている。広河原は，大堰河支流沿いに杓子屋
（船が原），広河原，能見谷と奥へ１０前後の字
にそれぞれ散居して自然集落を形成したが，延
宝４年（１６７６）に検地を受け，はじめて正式に
広河原村七七石二斗九升二合となり，山国１２か
１８８
村の惣作地となった。したがって形式としては
広河原村１か村で下作を請負う形を取った。さ
らに延宝６年（１６７８）総検地で八九石二斗二合
五勺となり，高の内３４石余が１２か村の惣作地で
広河原村が一定の小作料を支払い，残り５４石余
が広河原村村民の事実上の高請地となる。しか
し検地帳そのものは山国１２か村が所持した。一
方，山国本郷１２か村にとって「奥山」は後述す
るように山役銭を負担した重要な山林資源
（「黒田・山国大一の商賣山」と称した）であ
ったから，住宅の周囲に新たに菜園や竹藪を作
ることまで取り締まっている。そして寛文５年
（１６６５）５月の「広河原より古来取り置き証
文」（『Ｄ』６１頁）は以下の通りである。
一．前々より御仕置の如く諸事２０か年以前古
法を守り，新儀の所作仕りまじき事
一．請人これ無きものに一夜の宿もかし申す
まじき候事
一．先年より御法度のごとくさえん場の外，
少しも切畑仕りまじき候事
一．親子兄弟の内たりといえ共，其身の買請
の外，自余の山内にては草壱本にてもみだ
りにさいばい仕まじき候事
一．山国より指図なく私に杉桧並に雑木山林
商買仕まじき事
一．御領分山内にてひわたはぎ申す儀は，先
規より御法度に候。此以後いよいよ堅く相
守り候事
一．山国御領内川柳以下 ，下知なく切取り
申すまじき候事
一．切畑開発の内に竹林茶柿諸色樹物仕まじ
き候事
一．他所より買酒の商買，自今以後堅ク停止
せしめ並に壱銭の儀も諸勝負仕まじき候事
一．何事によらず奥山中に新儀の作法仕まじ
く候，在々所々下方郷方の分は万事本郷の
指図請，兼て倹約に相心得べき候事
以上の条々を提出させている。さらに翌寛文
６年（１６６６）幕府の畿内諸代官による水源・川
筋の保護のための巡察をきっかけに，山国では
この幕府の「山川掟」（『Ａ』３０５頁）の掲示板
を現地に建て，「広河原村は往古より山国十ヶ
村領にて，諸事何事も山国より下知いたし候故，
右制札山国より建て置き候」を補足している。
これ以後，厳重な管理下におかれた広河原村が
１２か村の足枷からいかに自由になるかの斗争が
村の歴史となる。まずそのためには隣村で支配
領主の異なる大布施村等の援助を利用したり，
奉行所に愁訴を行ったり，ついには江戸表へ籠
訴まで断行している。しかし遂に明治期まで実
現できずに終っている。「奥山」は，明治４年
にようやく１２か村から広川原村へ２２００両で売り
渡された。
そこで，中世の本郷・支郷の関係に戻ると，
すでにさきに史料を掲載したように，１４世紀後
半以降たびたび枝郷黒田村が山国荘本郷の惣有
林を賣買や寄進という形で獲得していることに
注意する必要がある。次の通りである。
一．嘉慶元年（１３８７）１２月，山国荘の惣有林
である黒田村内の伊佐波山を先代官の次郎
左衛門尉波重支配の時，黒田村より，銭一
三貫文借財をしたので，惣庄衆儀を経て黒
田村に永代支給した。
二．宝徳３年（１４５１）８月，山国惣有林であ
る下黒田村にある久喜谷を下黒田村が蓮華
寺燈油料として望むので，寄進する。
三．応仁２年（１４６８）１１月，山国荘本郷が金
銭の必要から黒田宮村にある「ハイタカ
山」を黒田へ２８貫で永代売渡す。
四．延徳４年（１４９２）７月，山国荘（里）が
片波山を黒田村へ御材木御問いの仲介で永
日本林業経済史論１
１８９
代売渡す。
この四例から，この時代，山国荘本郷が経済
的に詰り，一方枝郷の黒田村がかえって余裕が
ある状態が推測されるであろう。以上のような
状態を背景として，これまで枝郷として従属的
地位にあったその枝郷小塩郷・黒田郷が山国本
郷と対立し，文明１４年（１４８２）８月論争を惹起
する。奧野氏によれば，「文明１５年本郷と枝郷
とが相論に及び，本郷は貴布称，市原野の郷民
と結び，枝郷の通路を塞ぎ，ために枝郷は独立
しようとする形勢を馴致したが，禁裏ではその
対策に腐心せられた。親長卿記」という。この
相論は，前年８月２８日に起ったもので，本郷が
枝郷の緩怠をせめて加茂社家に働きかけ，黒田
村・小塩村郷民の林産物，殊に炭の京都市場出
荷を妨害したわけである。山国では木材は主と
して大堰川から筏で出すが，薪炭類は人の背や
牛馬で峠を越えて搬出，鞍馬・貴船にある数軒
の問屋が中継した。さきの延徳４年（１４９２）の
片浪山売買で，「里と黒田村論所地」を材木御
問いが仲介したとあり，また明応１０年（１５０１）
２月５日『忠富王記』に「本郷と小塩保，相論
ラッキョオワンヌ
落居了』とあるから，十数年この相論は続い
たらしい。しかしその後も本郷と枝郷黒田村と
の対立関係は時に「熱い戦争」となって続いて
いる。仲村氏は，黒田宮村の『菅河氏代々ノ記
録』によって，「永禄年中にはこの対立はます
ます深刻となり，戦いに及ぶことが度々あり，
ミョウ
黒田の名主和田兵庫，坂尻のほか多勢が戦死し
ており，西丹波の郷士衆を介して和睦したと記
し，『山国より寄せ参り候と承り候へば，妻子
老人は皆中食（黒田の自然集落）の奥，方々へ
にげ行き，頭分の者は下知仕り，若キ輩は随分
ハナシ
働き候と老人衆の咄にて候。取合い仕り候ても，
山国は多き村にて多勢参り候。黒田は小勢にて
山国へ打て出る事は御座なき様に承り候』（前
掲書，９１頁）と述べている。以上のような「熱
い戦争」も既述したように戦国から近世初期に
かけて「山国本郷拾貳ヶ村」に解消してゆく。
（未完）
１９０
